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	背景
	この遺伝子は細胞質分裂に関与するタンパク質をコードしています。このタンパク質は、有糸分裂のS期およびG2/M期に高濃度で存在しますが、細胞が有糸分裂を終えG1期に入ると、そのレベルは劇的に低下します。間期には核内に局在し、有糸分裂中には非常に動的な方法で有糸分裂紡錘体と会合し、細胞質分裂中には細胞中央部に局在します。このタンパク質は、いくつかのサイクリン依存性キナーゼ（CDK）の基質であることが示されています。平行微小管の極性化と、収縮環の組み立てに関与する因子の濃縮に不可欠です。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年6月]、機能：KIF4Aは、中期から後期への移行期に、PRC1を紡錘体の微小管のプラス端へ転座させます。これは、組織化された中央紡錘体中央部と中央部の形成、そして細胞質分裂の成功に不可欠なステップです。 KIF14 が中央紡錘体および中央体へ局在するために必要。in vivo および vitro の両方で微小管結合および束形成タンパク質として機能する。in vivo ではサイクリン-CDK 基質として機能する可能性がある。,PTM: リン酸化されるが、G1/S 期細胞では非常に弱い。細胞周期後期にはより高いレベルのリン酸化が検出され、有糸分裂中に最大に達する。,類似性: MAP65/ASE1 ファミリーに属する。,細胞内局在: 間期細胞の核に主に局在する。有糸分裂中は有糸分裂紡錘体の極に関連し、細胞質分裂中は細胞中央体に局在する。,サブユニット: C 末端 Rho-GAP ドメインおよび RACGAP1 の塩基領域と相互作用する。in vitro では、RACGAP1 との相互作用により Cdc42 に対する GAP 活性が阻害され、これが正常な紡錘体形態の維持に必要であると考えられる。有糸分裂後期には、N末端領域を介してCENPE、KIF4A、KIF23のC末端と個別に相互作用する。KIF14およびKIF20Aとも相互作用する。
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	PRC1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	293T Hela 3T3ライセートのウェスタンブロット分析、抗体は500倍希釈。二次抗体は1:20000倍希釈。

